
AppSheetの紹介

► AppSheetとは

► Googleが提供するノーコード
ツール

► 無料のGoogleアカウントで利
用可能
開発テスト名目（個人利用・
非公開）で１０名までの共有
可

► ビジネス利用の場合、右記の
通り

2023年8月以降WorkSpaceの契約をしてい
ればCoreが使えるとのことです。次頁参照

一般に公開する場合は、1アプリごとに
Publisher Proライセンス（50ドル/月）が
必要

https://about.appsheet.com/pricing/ の日本語翻訳
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► Geminiに聞いてみた
workspaceのstarterでもAppSheetのCoreが利用できるという事でしょうか？

► Google WorkspaceのStarterプランでも、AppSheet Coreを無料で利用することができます。
2023年8月以降、Google Workspaceのほとんどの有料プランでAppSheet Coreが無料で提供されるよう
になったため、Starterプランもその対象に含まれます。
AppSheet CoreでできることAppSheet Coreでは、以下のようなことが可能です。

► スプレッドシートからのアプリ作成: Googleスプレッドシートのデータを基に、簡単にアプリを作成できます。

► オフライン機能: インターネット環境がなくても、アプリを利用できます。

► シンプルなロジックの実装: 条件分岐や計算など、基本的なロジックを実装できます。

► なぜStarterプランでも利用できるようになったのか？

► Googleは、より多くのユーザーにノーコード開発のメリットを提供し、業務効率化を促進するため、AppSheet
Coreの無料提供範囲を拡大しました。

► 注意点機能制限: AppSheet Coreは無料版のため、有料版であるAppSheet ProやEnterpriseに比べて機能が制限さ
れています。

► プラン変更: プランを変更した場合、AppSheet Coreの利用状況も変わる可能性があります。

► まとめGoogle WorkspaceのStarterプランを利用している場合でも、追加費用なしでAppSheet Coreを使
って、簡単な業務アプリを作成することができます。
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デモのストーリー

►ユーザーは、生産計画をExcel等で作成しているが、実
績は紙ベースで収集し、Excelに転記している。

►実績を現場で登録できる仕組みを構築したい。

►機械は１台。

►機械の側にタブレットを置き、実績入力したい。

►現場では計画追加・削除は行わない。

►受注生産だが、若干の製品在庫は置く場合がある。

►製造時間と製造数の関係を分析したい。
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完成イメージ

変更

開始

終了

完了
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事前に登録 現場で入力



デモ

►基本的なアプリの作成を行います。

►Googleスプレッドシートの作成

►AppSheet の生成

►データベースの調整

►不要なボタン（Action）の消去（Hide）等

►次のステップは・・・

►新しいボタン（Action）の設定
►開始時刻、終了時刻、完了（計画通りに製造）、編集

►今日のデータだけを表示する

►見た目の調整
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手順１

► スプレッドシートにデー
タベースを作る

► データ名、シート名を設定
する

► A列1行目からテーブルを作
る

► A列目はテーブルキー（ユ
ニークキー）とする

► サンプルデータを入れてお
く（生成時にデータタイプ
を推測してくれる） シート名をつける

A1セルから作る
A列はプライマリーキー

サンプルデータも
入れておく

Copyright©  2024 Shitaki.net 8

名前をつける



手順２

► ApSheetの生成を行う

クリック

Copyright©  2024 Shitaki.net 9



手順３

► ApSheetのデー
タベースを設定
する

► 変更都度SAVE
をクリックする
こと

キーとラベルを設定

不要な初期値は消す
IDをuniqueid()等にす

る

一覧に表示する項目
（バーチャルカラム）

を設定

CONCATENATE([製品], "：",text(([日付]),"YYYY/MM/DD"))

入力可を外す
実績の必須も消す
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手順４

► 不要なボタンを
消す

Hideに設定

Editを確認

CONCATENATE([製品], "：",text(([日付]),"YYYY/MM/DD"))

Copyright©  2024 Shitaki.net 11

マウスを載せて鉛筆
メークをクリック



デモ

►基本的なアプリの作成を行います。

►Googleスプレッドシートの作成

►AppSheet の生成

►データベースの調整

►不要なボタン（Action）の消去（Hide）等

►次のステップは・・・

►新しいボタン（Action）の設定
►開始時刻、終了時刻、完了（計画通りに製造）、編集

►今日のデータだけを表示する

►見た目の調整
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開始時刻がブランクならボタン
を表示するよう設定

名前変更

クリックした時の動作を記述
現在時刻を開始時刻にセット

手順5 新しいActionの設定

＋をクリック
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ボタンの表示変更

表示ルールを追加

ルール名設定

作ったルールはビュ
ーのフォーマとルー
ルズにできる

条件設定可能
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手順５

► 今日のデータだけを表示
（１）

► 表示用のスライスを作
成

マウスを乗せると＋
が出る

クリック

名前とフィルターを
設定

日付が今日の物
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► 今日のデータだけを表示
（２）

► ビューの設定

クリック

クリック

名前と対象を変更

一覧に表示する項
目を設定

この辺に実績が出る
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手順６ 理由を選択肢に変更

► 理由を選択式に変更

クリック

Enumに変更

選択肢を入れる

形式を選択
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手順７ 共有する

► アプリを共有してテ
ストする

クリック

共有するアカウント
を追加

ブラウザ表示用リン
クを取得し配布

スマホにはインスト
ールリンクを使う

クリックするとリン
クが取得できる
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その他

► 豊富なデータTypeや関数が使える

► Ref、Address、Drawing（画像をアップして加工）、Phone、Latlong（緯度経度）

► 利用できる関数も豊富かつヘルプも充実している

► Refでマスタ管理すると、マスタ側から使われているデータの一覧が見える（在庫管理デモ）

► QRコードの入力も可能

► データベースの SCANにチェックを入れる

► SCANとSEARCHの組み合わせで、検索時にQRコードが使える（在庫管理デモ）

► GoogleDrive上のExcelファイルやOneDrive上のExcelファイルを
データソースとして使える

► GoogleDrive上のExcelの場合、若干遅延する。また更新時に再表示する

► OneDriveでテストしたところ、他人が開いていると更新はできない

► Google Calendarをデータソートして利用できる。
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まとめ

► 最近の支援事業で中小製造業に伺うことがあった。どの企業も、計画は
Excelなどを利用して作られているが、実績は紙で取得するか現場の上長
が定時後PC入力していた。

► 現場入力対応に、365のExcelやスプレッドシートの利用またはクラウドツー
ルを検討したが、有償かつ契約作業を伴うためスムーズな導入が難しい。

► 広島市が行っている支援事業で事業者からAppSheetで内製化しているとの話
がありYoutube等検索した。「RPACommunityチャンネル」「cooker8 by 明
治クッカー」という動画サイトが参考になりました。

► 無料のGoogleアカウントで作れる・試せる。さらに支援の時間内である
程度のものが作れ、内作も可能と思われます。
中小企業のDX化のブレイクスルーになりそうな予感がします。
また、ハンズオン講習にも使えそうです。

► AI-OCR機能やGeminiによる生成など、まだまだ進化中みたいなので今後
も情報収集を続ける必要があると感じた。
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